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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月9日(2012.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物理アップリンクチャネル信号伝送方法において、
　サイクリックシフト及び直交カバーを物理アップリンク制御チャネル情報に割当する段
階と；
　前記物理アップリンク制御チャネル情報をサブフレームの第１スロットに位置する第１
資源ブロックと前記サブフレームの第２スロットに位置する第２資源ブロックにマッピン
グする段階であって、ここで、前記第２スロットの第２資源ブロックの位置は、前記第１
スロットの第１資源ブロックの位置と異なっている段階と；
　前記マッピングされた物理アップリンク制御チャネル情報を伝送する段階と；を含み、
　ns mod 2 = 1であり、
【数１】

　であるとき、前記第２スロット内の物理アップリンク制御チャネルの資源は、下記の数
式により決定されることを特徴とする物理アップリンクチャネル信号伝送方法。
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【数２】

【請求項２】
　前記一般サイクリックプレフィックスの場合、ｄ＝２であり、前記拡張サイクリックプ
レフィックスの場合、ｄ＝０であることを特徴とする請求項１に記載の物理アップリンク
チャネル信号伝送方法。
【請求項３】
　前記物理アップリンク制御チャネル情報は、確認（acknowledgement）または非確認（n
on-acknowledgement）のうち少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１または２に
記載の物理アップリンクチャネル信号伝送方法。
【請求項４】
　前記物理アップリンク制御チャネル情報は、チャネル品質表示を含むことを特徴とする
請求項１から３のいずれか一項に記載の物理アップリンクチャネル信号伝送方法。
【請求項５】
　前記物理アップリンク制御チャネル情報は、直交周波数分割多重接続（Orthogonal Fre
quency Division Multiplexing；ＯＦＤＭ）資源ブロックで伝送されることを特徴とする
請求項１から４のいずれか一項に記載の物理アップリンクチャネル信号伝送方法。
【請求項６】
　前記サブフレームの第２スロット内で前記物理アップリンク制御チャネルの資源は、前
記サイクリックシフト及び直交カバーを含むことを特徴とする請求項１から５のいずれか
一項に記載の物理アップリンクチャネル信号伝送方法。
【請求項７】
　前記サイクリックシフト及び直交カバーは、それぞれのサイクリックシフト及び直交カ
バーに相当するn’(ns)の関数として個別的に決定されることを特徴とする請求項１から
６のいずれか一項に記載の物理アップリンクチャネル信号伝送方法。
【請求項８】
　物理アップリンクチャネル信号伝送装置において、
　サイクリックシフト及び直交カバーを物理アップリンク制御チャネル情報に割当する割
当部と；
　前記物理アップリンク制御チャネル情報をサブフレームの第１スロットに位置する第１
資源ブロックと前記サブフレームの第２スロットに位置する第２資源ブロックにマッピン
グするリマッパー部と；
　前記物理アップリンク制御チャネル情報を伝送する伝送アンテナユニットと；を含み、
　前記第２スロットの第２資源ブロックの位置は、前記第１スロットの第１資源ブロック
の位置と異なっていて、



(3) JP 2011-517514 A5 2012.8.30

　ns mod 2 = 1であり、
【数３】

　であるとき、前記第２スロット内の物理アップリンク制御チャネルの資源は、下記の数
式により決定されることを特徴とする物理アップリンクチャネル信号伝送装置。

【数４】

【請求項９】
　前記一般サイクリックプレフィックスの場合、ｄ＝２であり、前記拡張サイクリックプ
レフィックスの場合、ｄ＝０であることを特徴とする請求項８に記載の物理アップリンク
チャネル信号伝送装置。
【請求項１０】
　前記物理アップリンク制御チャネル情報は、確認（acknowledgement）または非確認（n
on-acknowledgement)のうち少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項８または９に
記載の物理アップリンクチャネル信号伝送装置。
【請求項１１】
　前記物理アップリンク制御チャネル情報は、チャネル品質表示を含むことを特徴とする
請求項８から１０のいずれか一項に記載の物理アップリンクチャネル信号伝送装置。
【請求項１２】
　前記物理アップリンク制御チャネル情報は、直交周波数分割多重接続（Orthogonal Fre
quency Division Multiplexing；ＯＦＤＭ）資源ブロックで伝送されることを特徴とする
請求項８から１１のいずれか一項に記載の物理アップリンクチャネル信号伝送装置。
【請求項１３】
　前記サブフレームの第２スロット内で前記物理アップリンク制御チャネルの資源は、前
記サイクリックシフト及び直交カバーを含むことを特徴とする請求項８から１２のいずれ
か一項に記載の物理アップリンクチャネル信号伝送装置。
【請求項１４】
　前記サイクリックシフト及び直交カバーは、それぞれのサイクリックシフト及び直交カ
バーに相当する n’(ns)の関数として個別的に決定されることを特徴とする請求項８から
１３のいずれか一項に記載の物理アップリンクチャネル信号伝送装置。
【請求項１５】
　物理アップリンクチャネル信号受信方法において、
　物理アップリンク制御チャネル情報を受信する段階と；
　前記物理アップリンク制御チャネル情報をサブフレームの第１スロットに位置する第１
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資源ブロックと前記サブフレームの第２スロットに位置する第２資源ブロックを通じて獲
得する段階であって、ここで、前記第２スロットの第２資源ブロックの位置は、前記第１
スロットの第１資源ブロックの位置と異なっている段階と；を含み、
　ns mod 2 = 1であり、
【数５】

　であるとき、前記第２スロット内の物理アップリンク制御チャネルの資源は、下記の数
式により決定されることを特徴とする物理アップリンクチャネル信号受信方法。
【数６】

【請求項１６】
　前記一般サイクリックプレフィックスの場合、ｄ＝２であり、前記拡張サイクリックプ
レフィックスの場合、ｄ＝０であることを特徴とする請求項１５に記載の物理アップリン
クチャネル信号受信方法。
【請求項１７】
　前記物理アップリンク制御チャネル情報は、確認（acknowledgement）または非確認（n
on-acknowledgement）のうち少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１５または１
６に記載の物理アップリンクチャネル信号受信方法。
【請求項１８】
　前記物理アップリンク制御チャネル情報は、チャネル品質表示を含むことを特徴とする
請求項１５から１７のいずれか一項に記載の物理アップリンクチャネル信号受信方法。
【請求項１９】
　前記物理アップリンク制御チャネル情報は、直交周波数分割多重接続（Orthogonal Fre
quency Division Multiplexing；ＯＦＤＭ）資源ブロックで伝送されることを特徴とする
請求項１５から１８のいずれか一項に記載の物理アップリンクチャネル信号受信方法。
【請求項２０】
　前記サブフレームの第２スロット内で前記物理アップリンク制御チャネルの資源は、サ
イクリックシフト及び直交カバーを含むことを特徴とする請求項１５から１９のいずれか
一項に記載の物理アップリンクチャネル信号受信方法。
【請求項２１】
　前記サイクリックシフト及び直交カバーは、それぞれのサイクリックシフト及び直交カ
バーに相当する n’(ns)の関数として個別的に決定されることを特徴とする請求項１５か
ら２０のいずれか一項に記載の物理アップリンクチャネル信号受信方法。
【請求項２２】
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　物理アップリンクチャネル信号受信装置において、
　物理アップリンク制御チャネル情報を受信する受信部と；
　前記物理アップリンク制御チャネル情報をサブフレームの第１スロットに位置する第１
資源ブロックと前記サブフレームの第２スロットに位置する第２資源ブロックを通じて獲
得する制御部であって、ここで、前記第２スロットの第２資源ブロックの位置は、前記第
１スロットの第１資源ブロックの位置と異なっている制御部と；を含み、
　ns mod 2 = 1 であり、
【数７】

　であるとき、前記第２スロット内の物理アップリンク制御チャネルの資源は、下記の数
式により決定されることを特徴とする物理アップリンクチャネル信号受信装置。
【数８】

【請求項２３】
　前記一般サイクリックプレフィックスの場合、ｄ＝２であり、前記拡張サイクリックプ
レフィックスの場合、ｄ＝０であることを特徴とする請求項２２に記載の物理アップリン
クチャネル信号受信装置。
【請求項２４】
　前記物理アップリンク制御チャネル情報は、確認（acknowledgement）または非確認（n
on-acknowledgement）のうち少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項２２または２
３に記載の物理アップリンクチャネル信号受信装置。
【請求項２５】
　前記物理アップリンク制御チャネル情報は、チャネル品質表示を含むことを特徴とする
請求項２２から２４のいずれか一項に記載の物理アップリンクチャネル信号受信装置。
【請求項２６】
　前記物理アップリンク制御チャネル情報は、直交周波数分割多重接続（Orthogonal Fre
quency Division Multiplexing；ＯＦＤＭ）資源ブロックで伝送されることを特徴とする
請求項２２から２５のいずれか一項に記載の物理アップリンクチャネル信号受信装置。
【請求項２７】
　前記サブフレームの第２スロット内で前記物理アップリンク制御チャネルの資源は、前
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記サイクリックシフト及び直交カバーを含むことを特徴とする請求項２２から２６のいず
れか一項に記載の物理アップリンクチャネル信号受信装置。
【請求項２８】
　前記サイクリックシフト及び直交カバーは、それぞれのサイクリックシフト及び直交カ
バーに相当するn’(ns)の関数として個別的に決定されることを特徴とする請求項２２か
ら２７のいずれか一項に記載の物理アップリンクチャネル信号受信装置。　
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